
バス事業者における
改善基準告示等に係る運用実態調査

（平成２６年８月）結果

国土交通省自動車局



改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）①

◆ヒアリング実施事業者数５０事業者 回収率100％
１．ヒアリングを行った事業者の属性

50%50%
・合計台数５０両以上

・合計台数５０両未満

①保有台数

②運転者の年齢構成 3%

19%

37%

28%

12%

1%

・２０歳代

・３０歳代

・４０歳代

・５０歳代

・６０歳代

・７０歳代以上

２．組合・３６協定の有無

②時間外及び休日の労働に関する協定（３６協定）の有無

100%

0%

１．３６協定がある

２．３６協定はない

③主な事業形態 複数回答有

18%

22%

28%

27%

6% 乗合バス（高速道路利用あり）

乗合バス（高速道路利用なし）

貸切バス（高速道路利用あり）

貸切バス（高速道路利用なし）

その他
1

86%

14%

１．労働組合あり

２．労働組合なし

①労働組合の有無



改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）②

③労働させることができる休日を定めているか

４．始業・終業、休憩時間に関する内容

①始業及び終業の時刻を定めているか

92%

8%

定めている

定めていない

78%

22%

定めている

定めていない

②休憩時間を定めているか

84%

16%

定めている

定めていない
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②所定休日を定めているか

94%

6%

定めている

定めていない

３．時間外・休日労働に関する取り決めの有無の実態

98%

2%

定めている

定めていない

①所定労働時間を定めているか



改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）③

40%

60%

定めている

定めていない

③１日の運転時間を定めているか

3

５.その他労働時間に関する取り決め等の有無の実態
①１ヶ月の勤務日数を定めているか

36%

64%

定めている

定めていない

②１日の休息時間を定めているか

32%

68%

定めている

定めていない

32%

68%

定めている

定めていない

④連続運転時間を定めているか

26%

74%

定めている

定めていない

⑤連続勤務の回数等を定めているか

12%

88%

定めている

定めていない

⑥昼夜混在勤務の回数等を定めているか



改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）④

100%

0%

・行わせている

・行わせていない

⑦乗務開始前に点検等の作業を行わせているか

⑧乗務終了後に点検・清掃等の作業を行わせているか

98%

2%

・行わせている

・行わせていない

52%
48%

0%

・連続勤務はない

・連続勤務は時々ある

・連続勤務は恒常的にある

50%

30%

20%
・昼夜混在勤務はない

・昼夜混在勤務は時々ある

・昼夜勤務は恒常的にある
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⑨１３日の連続勤務があるか

⑩昼夜混在勤務があるか



改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）⑤

34%

66%

あり

なし

②初任運転者に対する特例又は運用上の配慮の有無

○初任運転者に対する特例・配慮の具体的な内容としては、
・選任から２か月間は研修期間（座学・実車を利用した添乗指導を実施）とし、
選任６か月後、選任１２か月後にも指導・研修を実施
・入社時の薬物検査（麻薬など）
・乗務経験等によるグループ分け、担当路線を徐々に増やすなどの配慮
・本人の適応状況に応じた時間外・休日出勤の管理
・採用時に聞き取った本人の希望（乗合・貸切・特定バスの別）を考慮した配車
等があげられた。

40%

60%

あり

なし

○高齢運転者に対する特例・配慮の具体的な内容としては、
・65歳以上の運転者に対する年2回の検診と脳ドックの受診義務づけ
・65歳以上の運転者に対するに毎年の適性診断の実施
・拘束時間が出来る限り短くなるよう配車時に調整
・60歳以上の運転者が負担の少ない路線を運行するよう配慮
・乗務する車両や運行する路線を限定するなどの配慮
・連続勤務とならないよう配慮

・大型バスでの運行に従事させず、小型バスでの短時間・短距離の運行に従事
するよう調整
等があげられた。

①高齢運転者に対する特例又は運用上の配慮の有無

６．運転者の特性や状況に応じた勤務体系の設定
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改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）⑥

14%

86%

あり

なし

⑤高速バス運転者に対する特例又は運用上の配慮の有無
○高速バス運転者に対する特例・配慮の具体的な内容としては、
・長距離路線が特定の者に偏らないよう均等化
・連続運転時間が一定時間を超える場合はツーマン運行とする等の工夫
・１週間に一度、任意の車両のドラレコ映像を抽出し、追い越しの仕方などに
注意点がないか確認の上乗務員教育を実施
・休憩時間に配慮し、無理のない運行計画について顧客に事前に説明
・長距離運行の翌日の運行を負担の少ない運行とするよう工夫
・５０歳以上の者について、本人の申し出があれば高速バス運転に配属しない
・定期健康診断結果における要精密検査判定者について、産業医の所見を元に
営業所長が許可しなければ高速バス運転に配属しない
等があげられた。

③持病を抱えている運転者に対する特例又は運用上の配慮の有無

30%

70%

あり

なし

○持病を抱えている運転者に対する特例・配慮の具体的な内容としては、
・主治医・保健師等と産業医の連携に基づく、必要に応じた就業上の配慮
・乗務前の血圧・体温の測定及び点呼時の確認
・通院状況についての点呼時の確認
・定期的な通院がある乗務員について、事前の面談による勤務調整
・特にＳＡＳ、糖尿病等について、健康診断結果・産業医の意見を元に管理
・常用薬について、処方箋から眠気を催さないかなどの確認を実施
等があげられた。

④昼夜混在勤務を行う運転者に対する特例又は運用上の配慮の有無

12%

88%

あり

なし

○昼夜混在勤務を行う運転者に対する特例・配慮の具体的な内容としては、
・夜間運行の次の勤務は短時間労働となるよう工夫
・夜間運行をツーマン乗務とし、運行前後の勤務時間に配慮
・育児・介護を行う運転者を深夜運行の対象から除外
・労使協定に基づき一定条件に該当する勤務の翌日に必ず休日を付与
・夜間運行の上限回数を週２回に設定
等があげられた。
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改善基準告示の運用実態調査（事業者ヒアリング）⑦

60%

40%
・行っている

・行っていない

22%

78%

あり

なし

○連続勤務者に対する特例・配慮の具体的な内容としては、
・公休日に勤務を命じた場合は１週間以内に振替休日を付与
・比較的緩い勤務を挟むよう配慮
・連続休暇を付与
・１日あたりの拘束時間が短くなるよう配慮
・運行時間の長短を混ぜ、過労にならないよう配慮
等があげられた。

⑦連続勤務者に対する特例又は運用上の配慮の有無

22%

78%

あり

なし

○夜勤後の休息時間に関する特例・配慮の具体的な内容としては、
・夜勤後に２０時間以上の休息期間を付与
・夜行朝帰り日は乗務させないこととする
・夜出発する運行を行う場合、昼間には乗務させないこととする
等があげられた。

⑥夜勤後の休息時間に関する特例又は運用上の配慮の有無

⑧一定以上の時間外・休日労働を行った場合の疲労度を
チェックする体制があるか

○時間外・休日労働を行った場合の疲労度のチェックの具体的な内容としては、
・超過勤務時間数に応じた産業医による面接指導の実施
・１日単位で運転者の労務状況を把握し、時間外労働が偏らないよう配慮
・夜行運行の場合、運行途中の体調チェックを実施
・月４５時間以上の時間外労働を行っている者につき、持病がある場合又は希望
する場合、産業医による面談を実施
・体調確認を行えるよう、点呼場に血圧計・体温計を常備
・勤務時間が１ヶ月で１００時間、または３ヶ月平均で８０時間を超えた場合、
産業医の面接を実施
・健康診断結果に基づき、産業医のアドバイス・ 指導を受ける
・乗務しない日に現業管理者と運転者が直接話す機会を設け、体調面・精神面・
疲労度をチェック
等があげられた。
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4.0%

16.5%

34.3%

35.1%

10.1%

0.0%

ア．２０歳代

イ．３０歳代

ウ．４０歳代

エ．５０歳代

オ．６０歳代

カ．７０歳代以上

改善基準告示の運用実態調査（運転者アンケート）①

１．アンケートを取った運転者の属性

①年齢

98.4%

1.6%

ア．男性

イ．女性

②性別

2.8%

14.5%

21.4%

18.1%

11.3%

31.9%

ア．１年未満

イ．１年以上５年未満

ウ．５年以上１０年未満

エ．１０年以上１５年未満

オ．１５年以上２０年未満

カ．２０年以上

③バス運転者としての通算勤務年数

◆アンケート配付枚数２５０枚 回収枚数２４８枚 回収率99.2％

⑤所属営業所における時間外及び休日労働に関する協定の有無

85.1%

0.4% 14.5%

ア．３６協定がある

イ．３６協定はない

ウ．分からない
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改善基準告示の運用実態調査（運転者アンケート）②

２．労働時間の実態

①１日の平均的な拘束時間（ワンマン乗務）

②１日の平均的な休息期間

③休息期間のうち平均的な睡眠時間

④１日の平均的な実運転時間（休憩時間を除く）

⑤平均的な連続運転時間

8.5%

16.1%

16.1%

18.5%

18.1%

20.6%

2.0%
ア．８時間未満

イ．８～９時間

ウ．９～１０時間

エ．１０～１１時間

オ．１１～１２時間

カ．１２～１３時間

キ．無回答

25.4%

24.6%
19.0%

9.7%

11.7%
8.5%

1.2% ア．８～９時間

イ．９～１０時間

ウ．１０～１１時間

エ．１１～１２時間

オ．１２～１３時間

カ．１３時間以上

キ．無回答

2.8%

12.5%

31.9%
31.5%

16.9%

2.4% 0.8% 1.2% ア．２～３時間

イ．４～５時間

ウ．５～６時間

エ．６～７時間

オ．７～８時間

カ．８～９時間

キ．９時間以上

ク．無回答

7.3%

30.2%

32.3%

21.8%

7.7%
0.7%

ア．５時間未満

イ．５～６時間

ウ．６～７時間

エ．７～８時間

オ．８～９時間

カ．無回答

63.3%
19.4%

8.9%

6.5%
2.0% 0.0%

ア．２時間未満

イ．２時間～２時間３０分

ウ．２時間３０分～３時間

エ．３時間～３時間３０分

オ．３時間３０分～４時間

カ．無回答 9



改善基準告示の運用実態調査（運転者アンケート）③

⑦連続運転時間の間の平均的な休憩時間

⑧直近１ヶ月の休日の日数

⑨１３日の連続勤務の状況

⑩昼夜混在勤務の状況

⑪他モード混在勤務の状況（高速乗合・路線乗合・貸切バスの混在）

10.9%

29.8%

27.4%
4.4%

8.1%

19.4%

0.0%
ア．１０分

イ．１０～１５分

ウ．１５～２０分

エ．２０～２５分

オ．２５～３０分

カ．３０分以上

キ．無回答

0.4%

24.2%

42.3%

30.2%

2.8%
0.0%

ア．２日

イ．３～４日

ウ．５～６日

エ．７～８日

オ．９日以上

カ．無回答

59.7%
10.1%

13.3%

10.5%

5.6% 0.8%
ア．連続勤務はほとんどない

イ．連続勤務は１年に１回程度

ウ．連続勤務は半年に１回程度

エ．連続勤務は２か月に１回程度

オ．連続勤務は恒常的にある

カ．無回答

62.9%13.7%

9.7%

4.0%
8.9%

0.8%
ア．混在勤務はほとんどない

イ．混在勤務は２週に１回程度

ウ．混在勤務は週に１回程度

エ．混在勤務は週に３～４回程度

オ．混在勤務は恒常的にある

カ．無回答

66.9%
8.9%

7.7%

2.4%
8.9%

5.2% ア．混在勤務はほとんどない

イ．混在勤務は２週に１回程度

ウ．混在勤務は週に１回程度

エ．混在勤務は週に３～４回程度

オ．混在勤務は恒常的にある

カ．無回答
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改善基準告示の運用実態調査（運転者アンケート）④

①自動車の乗務開始前の点検、清掃等の作業時間

②自動車の乗務終了後の点検、清掃等の作業時間

③連続運転の間の休憩中に旅客対応等をすることがあるか

④一定以上の時間外・休日労働を行った場合に事業者が疲労度をチェック
する等の体制はとられているか

⑤連続勤務が続いている場合に長時間運行から短時間の運行に配置換え
する等の調整がおこなわれているか

⑥車両運行中の体調不良時等に、事業者に申し出を行える環境にあるか

10.1%

46.4%
32.3%

8.5%

2.0%
0.4%

0.4%
ア．１０分未満

イ．１０分～２０分

ウ．２０分～３０分

エ．３０分～４０分

オ．４０分～５０分

カ．５０分以上

キ．無回答

22.6%

30.2%17.7%

9.3%

10.1%

9.3%

0.8%
ア．１０分未満

イ．１０分～２０分

ウ．２０分～３０分

エ．３０分～４０分

オ．４０分～５０分

カ．５０分以上

キ．無回答

52.0%40.7%

6.9%
0.4%

ア．ほとんどない

イ．ときどきある

ウ．よくある

エ．無回答

55.6%
41.9%

2.4%

ア．とられている

イ．とられていない

ウ．無回答

68.1%

30.6%

1.2%

ア．行われている

イ．行われていない

ウ．無回答

92.3%

5.6%
2.0%

ア．行える

イ．行えない

ウ．無回答

３．勤務状況等の実態
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